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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ      余田 研究会 学籍番号 81431289 氏名 羅剛修 

（論文題名） 

共有型サービスに関する日本利用者の価値認識類型研究 

―Q方法論を用いた利用者の類型化と考察― 

 

 

（内容の要旨） 

共有型サービスは経済的な効用だけではなく資源の過剰供給や浪費の防止、環境保護を志向する

グリーンエコノミーを目指し、利害関係者同士に新たな価値を創出する新たな経済フレームとして

世界の注目を浴びている。共有型サービスは世界中で最近の情報技術の革命やスマート機器、ソー

シャルネットワークインフラを基盤に急速に拡大している。日本でも最近様々な成功的な海外の共

有型サービスの事例をベンチマークし、国内環境の特性に合わせようとする動きが活発に行われて

いる。日本でも、今後、規制の緩和や IT技術の進化により需要が大きく伸びる見込みである。しか

し、まだ日本での共有型ビジネスサービスとして大きく成功させることに苦戦している。これはも

ちろん規制の問題もあるが、国内と海外の共有型サービスに対する社会的認識の違いから起因して

いる部分が大きいと考えられる。個人の所有資源から多数の共有資源への変化を追求する共有型サ

ービスが成り立つためには社会的信頼が根幹になるためである。 

本研究は日本市場では共有型サービスが導入期で、まだ学術的な研究が多く行われていない中で、

利用者及び潜在的な利用者に対する類の型分析は意味のある研究だと判断した。既存の人口統計学

的な要因や環境変数を基準にせず、利用者の内面的価値と主観性を基に本質的な認識の傾向を調査

することで利用者類型特性研究を行った。 

個人の考え、見解、信念、態度、選好などに基づき応答者の類型と固有の類型別特性を発見して

行く解析的・探究的研究方法で、応答者の表現する主観性を通じて新たな理論的仮説を発見、推論

し概念化する一種の仮説生成研究法である Q 方法論を用いて行った研究の結果、日本の利用者の共

有型サービスに対する価値認識類型 3 つを発見することができた。第 1 類型‘合理的実利追求型’

利用者は共有型サービスに対して好意的な態度を持ち、経済的な便益に魅力を感じている。合理的

な価格で魅力的なサービスがあれば、共有型サービスであっても取引の際に信頼できるプロセスが

ある前提で積極的に利用すると思われる。社会的な価値やマクロな視点よりは共有型サービスのフ

レームの中で合理的で実用的な個人中心の消費活動に重点を置く集団である。 

第 2 類型‘保守的閉鎖型’利用者は共有型サービスに対し主に不安感を表し、ネガティブな態度

を持っており、プライベートに統制された環境で活用を求める保守的な傾向が強い。共有型経済と

言うフレームに対し現在までは自分の消費や生活のパターンを変える意思が相対的に弱い集団で個

人的で守備的な傾向を持つ。イノベータ理論のラガード消費者に当てはまる。 

 第 3 類型‘先進的パイオニア’型は共有型サービスに対し非常に好意的な態度を持っており、所

有から共有に代わる流れが社会的に正しい方向だととらえている。モノを共有することに対して抵

抗がなく、第 1類型や第 2 類型がプロセスや信頼を確保することを重要にとらえている部分と異な

り、リスク回避傾向が低い集団である。キャズム理論が説明する革新者やアーリーアダプター的な

特性と似ている。共有型サービスが導入期の日本はサービス普及のため第 3 類型の消費者に注目し

拡散活動に活用することが重要である。 

 本研究は、利用者の主観的な観点で共有型サービスに対する利用者の価値認識を類型化し、特徴

を分析したことで、具体的な施策や提言までは至らなかったが、今後日本での共有型ビジネス・サ

ービスの研究や拡散戦略、ビジネスモデル構築などを作成をする際に前立、基礎的な資料として活

用できるであろう。 

 

 

 

 


